
 

（第２号様式）   
令和４年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立白山高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 

学校関係

者評価 

（３月 24

日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・改善方策

等 
 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎礎学力の定
着を図る「学び
直しから」、自
ら考え判断し表
現する力までを
育み、普通科と
美術科が相互に
刺激し高め合う
教 育 課 程 を 編
成、実施する。 

 
②「育みたい生徒
像」を実現し、
個に応じた学力
を育成するため
の ICT 活用を進
め、組織的な授
業改善を行う。 

 
③学校行事等をと
おして協働する
力を育む。 

①新しい教育課程に
対応した評価手法
を確立する。 

①確かな学力の定着
と教育の「質」を
高める授業改善を
進める。 

②一人一台端末に対
応した授業方法を
確立する。 

②図書館の利用を促
し、生徒の読書活
動を推進する。 

 
③体育祭、文化祭、
球技大会、生徒総
会等の行事を通じ
て、生徒が主体的
に企画運営できる
ように支援する。
また、生徒が自主
的・積極的に参加
できるような行事
づくりにつとめ
る。 

①共通シートを使用した成
績処理の導入。 
 
①評価と指導の一体化を意
識した授業を行う。 
 
 
②研修会などＩＣＴ環境の
利用に関する情報発信を行
う。 
②図書館と教科の連絡を密
にし、生徒が活字に親しむ
機会を増やす。 
 
③生徒会本部役員の生徒と
積極的なコミュニケーショ
ンをとり、生徒の発想をく
んだ行事の企画運営を円滑
に行う。 

①共通化した規準をもとに成
績処理が行えたか。 
①単元ごとの評価を円滑に行
えたか。 
 
 
②端末を有効利用した学習活
動を行えたか。 
 
②図書館の利用機会が増加し
たか。 
 
③生徒会本部役員や委員会に
おいて生徒全体のニーズに答
えた活動ができたか。また、
活動を通じて役員自身が達成
感を感じることができたか。 
 
③学校行事への参加率や生徒
の達成感・満足感はどのよう
なものか。 

①共通化した基準をもと
に成績処理を円滑に行え
た。 
 
②ＩＣＴ環境の利用に関
する情報発信を行い、端
末を有効利用した学習活
動の機会を拡大した。 
 
②調べ学習に図書館を積
極的に利用した。 
 
③新型コロナ感染対策を
講じて、体育祭、文化祭
等の実施を生徒ともに協
議・検討し、企画・運営
し実施した。 

①評価と指導の
一体化を意識し
た定期テストの
在り方を模索す
る。 
 
②今後の実践拡
大のために、一
層の情報発信に
努める。 
 
 
③コロナ禍での
生徒会行事、生
徒会活動に関し
て、活動可能な
範囲での活動と
いうことを生徒
に理解させ、行
事にあたる 

②一人 1 台
PC は評価
できる。調
べ学習など
の利用だけ
でなく、家
庭学習や発
展的な学習
につながる
ような活用
に 期 待 す
る。 
 

〇共通化した基準をも
とに成績処理を円滑に
行えた。 
 
〇ＩＣＴ環境の利用に
関する情報発信を行
い、端末を有効利用し
た学習活動の機会を拡
大した。 
〇調べ学習に図書館を
積極的に利用した。 
 
 
 
〇新型コロナ感染対策
を講じて、体育祭、文
化祭等の実施を生徒と
もに協議・検討し、企
画・運営し実施した。 

〇評価と指導の一体
化を意識した定期テ
ストの在り方を模索
する。 
〇家庭学習や発展的
な学習につながるよ
うな活用を進めると
ともに、一層の情報
発信に努める。 
〇調べ学習では図書
館を有効的に利用す
るとともに１人 1 台
PC の効果的な活用
を全校で進める。 
〇状況を確認しなが
ら、コロナ禍での生
徒会行事、生徒会活
動に関して、活動可
能な範囲での活動と
いうことを生徒に理
解させ、行事にあた
る 

２ 

(幼児・児
童・) 
生徒指導 
・支援 

①他者を認める寛
容の精神と自ら
を律することが
できる自己管理
力を育てる。 

 
②生徒一人ひとり
の課題に対する
きめ細かな教育
相 談 体 制 を 充
実 ・ 発 展 さ せ
る。 

 
③部活動やボラン
ティア活動等を
とおして豊かな
人間性や社会性
を育てる。 

 
 
 

①ルール・マナー指
導を徹底し、すべ
ての生徒が充実し
た生活を送れる安
全、安心な学校づ
くりを推進する。 

②生徒一人ひとりに
寄り添う組織的な
生徒支援と教育相
談体制の充実、発
展を図る。 

 
③部活動への関心を
高め、加入率の向
上・活性化を図
る。 

③部活動・ボランテ
ィア活動をとおし
て、充実した学校
生活を感じ、ボラ
ンティア精神、モ

①問題行動の未然防止、い
じめ未然防止と早期発
見、「白山高校ソーシャ
ルメディアポリシー」に
基づく SNS 等に関する指
導を徹底する。 

①服装、頭髪などのルー
ル、授業中、登下校時の
マナーに関する指導を充
実する。 

②多角的に生徒情報を収
集、共有し、適切な問題
把握と対策を検討する。
また、必要に応じて外部
専門機関と効果的に連携
する。 

③部活動参加への勧誘活
動・広報活動を充実さ
せ、新入生に自然に興味
関心を抱いてもらい、部
活動加入率の向上を図
る。 

③学校近隣地域などでのボ
ランティア活動や部活動
でのボランティア活動を

①問題行動の減少と軽微化が
はかれたか。 

①生徒が自らルール・マナー
を遵守して行動する自己管
理力を身につけたか。 

②支援を必要とする生徒の正
確な把握とそれに対する適
切な支援を策定することが
できたか。 

②適切に外部専門機関を活用
することができたか。 

 
③部活動加入率や満足度は向
上したか。 

 
③委員会等生徒会活動に生徒
が主体的に取り組めたか。
また活性化したか。 

③ボランティア活動を行う機
会を増やすことができた
か。 

①問題行動件数に変化は
ないが、それはより積極
的な指導の結果と言え
る。特に盗難件数を減少
させることができた。 
①ルール・マナー指導の
結果、生徒の自己管理力
は向上傾向にある。 
②多角的な生徒情報を基
に、適切な支援を行っ
た。また、必要に応じて
外部機関との連携も図っ
た。 
 
③新入生歓迎会におい
て、大型スクリーンを活
用し、部活動紹介動画を
放映し、実演紹介できる
状況を図り、新入生に部
活動の活動がわかりやす
いように、また興味、関

①SNS に関する問
題行動は依然と
して多いので、
今後も指導を徹
底 し て い き た
い。 
①校外における
生徒のマナー向
上には、さらな
る指導が必要で
ある。 
②生徒情報の共
有という点に関
してはまだ改善
の余地はある。
外部機関との連
携もより強固な
ものにしていき
たい。 
 
 

①SNS の問
題行動に対
しては外部
講師を活用
したり家庭
の協力を促
し て ほ し
い。①携帯
の利用が増
え、トラブ
ルなども多
くあると思
うが、繰り
返 し の 指
導、ルール
やマナーを
守ろうする
一人ひとり
の意識が上
がる事を期
待する。 

〇問題行動件数に変化
はないが、それはより
積極的な指導の結果と
言える。特に盗難件数
を減少させることがで
きた。 
〇ルール・マナー指導
の結果、生徒の自己管
理力は向上傾向にあ
る。 
 
〇生徒情報を基に、適
切な支援を行った。ま
た、必要に応じて外部
機関との連携も図っ
た。 
〇部活動への興味を高
めるため、新入生歓迎
会を工夫し興味、関心
を持つように努めた。 
〇ボランティア活動に

〇SNS に関する問題
行動は依然として多
く、外部との連携や
家庭の協力を促し、
指導を徹底する。 
 
〇マナー向上には全
体での指導とともに
ここに向けて、さら
なる指導が必要であ
る。 
〇生徒情報の共有す
るための方策を構築
し。外部機関との連
携もより強固なもの
にしていく。 
 
 
 
 
〇状況を確認しなが



 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 

学校関係

者評価 

（３月 24

日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・改善方策

等 
 成果と課題 改善方策等 

 ラルを大切にする
精神を育成する。 

紹介・支援し、生徒の自
発的な参加を促す。 

心を持つように努めた。 
③ボランティア活動につ
いては、コロナ禍と言う
こともあり活動の制限等
を行いつつ活動した。 

 
③コロナ禍での
感染防止の対策
を考慮しつつ部
活動、委員会活
動、ボランティ
ア活動などにつ
いて、平常活動
にもどれるよう
に し て い き た
い。 

ついては、コロナ禍と
言うこともあり活動の
制限等を行いつつ活動
した。 

ら、コロナ禍での感
染防止の対策を考慮
しつつ部活動、委員
会活動、ボランティ
ア活動などについ
て、平常活動にもど
れるようにしてい
く。 

３ 
進路指導 
・支援 

①「夢・目標 こ
こで未来を見つ
けよう」をスロ
ーガンに、高い
志を持って目標
に向かい努力す
ることによって
自 己 実 現 を 図
る。 

 
②美術科の専門性
を生かした進路
実 現 を 支 援 す
る。 

 
 

①総合的な探究 
の時間の有効活用
をする。 

①生徒の主体的な活
動を促す。 

①アセスメントテス
ト（基礎力診断テ
スト）の結果を活
用し、自己有用感
の発達を促す。 

①②進路実現に向け
た前向きな態度を
養う。 

①総合的な探究の時間の内
容等について、PDCAサイ
クルにより目の前の生徒
に合うようアップデート
する。 

①進路適性テストを活用し
、自己の能力・適性等の
理解を深める。 

①インターンシップ等の体
験活動を有効活用する。
また、タイムリーな分野
別職業体験等の設定をす
る。 

①②上級学校への進学や就
職に向け、模擬面接や論
文指導等を行う。 

① 総合的な探究の時間の授業
評価や進路選択が円滑に行
えたか。 

①自己の能力・適性等を理解
させることができたか。 
①インターンシップ等の体
験活動に積極的に参加させ
ることができたか。 

①②キャリアガイダンスの充
実のほか上級学校への進学
や就職に向け、適切な面接
指導や論文指導を行うこと
ができたか。 

（進路希望者の実績数） 

①総合的な探究の時間の
授業評価は円滑に行え
た。 
①自己の能力・適性等を
理解させることができ
た。 
①インターンシップ等の
体験活動はコロナ禍を踏
まえた範囲で参加させる
ことができた。 
①②キャリアガイダンス
の充実のほか上級学校へ
の進学や就職に向け、適
切な面接指導や論文指導
を行うことができた。 

①やりたいこと
や将来の希望を
持っていてもど
のように努力し
ていいのか、わ
か ら な か っ た
り、単に希望だ
け述べて努力し
な い 実 態 が あ
る。 
①インターンシ
ップはコロナ禍
の影響をもろに
受けている。状
況を見ながら推
進していく。 
①就職希望者の
うちなんとなく
進められない生
徒が多い。今後
個別に指導にあ
たっていく。 

①インター
ンシップの
参加者が多
いことは評
価できる。 
①将来の希
望をイメー
ジしやすい
ようにイン
ターンシッ
プで実際の
体験を通し
て夢を現実
に近づけて
欲しい。 

〇総合的な探究の時間
の授業評価は円滑に行
えた。 
〇自己の能力・適性等
を理解させることがで
きた。 
〇インターンシップ等
の体験活動はコロナ禍
を踏まえた範囲で参加
させることができた。 
〇キャリアガイダンス
の充実のほか上級学校
への進学や就職に向
け、適切な面接指導や
論文指導を行うことが
できた。 

〇生徒の自己実現に
向けて実態を把握し
ながら、支援してい
く。 
〇インターンシップ
はコロナ禍の影響を
受けているが、状況
を見ながら推進して
いく。 
〇就職希望者の希望
動機等を把握し個別
指導にあたってい
く。 

４ 
地域等と
の協働 

①地域と共にある
学校づくりを行
い、広い視野を
持ち、地域に貢
献することによ
って自己有用感
を育む活動を充
実させる。 

②地域やPTA等との
連 携 を 図 り 安
心・安全で信頼
される学校づく
りに取り組む。 

①地域と連携した防
災訓練、防災教育
を実施する。 

②地域やＰＴＡと連
携を密にし、生徒
が安心して生活で
きる信頼される学
校づくりに取り組
む。 

①地域の特質を踏まえた
DIG 訓練など、地域と連
携した防災教育を実施す
る。 

②地域やＰＴＡと連携した
交通安全教育など、安
全・安心で信頼される学
校づくりに取り組む。 

①地域と連携した防災教育を
実施出来たか。 

②地域やＰＴＡと連携した交
通安全教育などが実施出来
たか。 

①職員の DIG 訓練を地域
の自治会等にも呼びかけ
て実施することを計画し
ていたが、コロナ感染防
止のため、机上研修に変
更となった。 
②PTA と連携して交通安
全大会に向け、活動して
いたが、コロナ感染防止
のため縮小した大会とな
った。 

①コロナ禍の中
でも地域と連携
して実施できる
防災教育につい
て 検 討 し て い
く。 
②交通安全大会
は規模を縮小し
て 実 施 と な っ
た。大会の様子
を収めた DVD や
交通安全教育の
教材等が配付さ
れ る 予 定 な の
で、交通安全教
育に活用する。 

①今年度は
実現できな
かったが、
学校と自治
会 で 連 携
し、境界道
路の清掃を
行えればと
考 え て い
る。 
②コロナの
影響で学校
行事への参
加が制限さ
れ た 中 、
PTA と密に
連携し、で
きる範囲で
の支援を行
った。 

〇自治会等に呼びかけ
て実施することを計画
していたが、机上研修
に変更となった。 
〇PTA と連携して活動
していたが、コロナ感
染防止のため縮小した
大会となった。 

〇コロナ禍の中でも
地域と連携して実施
できる防災教育につ
いて検討していく。 
〇コロナの影響で学
校行事への参加が制
限された中、PTA と
密に連携し、できる
範囲での支援を行っ
ていく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 

学校関係

者評価 

（３月 24

日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・改善方策

等 
 成果と課題 改善方策等 

５ 
学校管理 
学校運営 

①教員が多様で複
雑な生徒の課題
に寄り添い向き
合う時間を確保
するため、組織
的な学校運営と
校務の効率化を
図る。 

②在校生や中学
生、保護者や地
域に向けた情報
発信を充実させ
る。 

③事故・不祥事の
根絶を図る。 

①ICT 機器を活用
し、効率的な校務
の推進ができるよ
う環境整備を図
る。 

② HP やメール配
信、学校説明会や
学校見学の機会を
通じて情報発信を
充実させる。 

③事故・不祥事防止
について教職員の
意識を高める。 

①ICT 機器を活用し、効率
的な教材開発や教科研究
に取り組めるよう体制づ
くりをする。 

②時機に応じた HPの更新と
メール配信を行い、保護
者や生徒の目線に立った
説明会や見学会を実施す
る。 

③公務外非行や交通違反・
事故の防止に向け、教職
員の意識をさらに高める
ための研修会を実施す
る。 

③体罰やハラスメントの根
絶に向け、教職員の意識
をさらに高めるための研
修会を実施する。 

①教材開発と教科の研修の視
点から効率的な校務推進の
体制づくりができたか。 

②こまめな HP の更新とメー
ル配信ができたか。情報発
信は保護者や生徒の目線に
立ったものであったか。 

 
 
③教職員の事故・不祥事防止
への意識が高まり、事故・
不祥事ゼロを達成できた
か。  

 

①授業時に使用するプロ
ジェクター投影用のスク
リーンを拡充した。 
①ICT利活用のための研修
会を実施した。 
②時期に応じたメール配
信や、HP の更新を行い保
護者や生徒の目線に立っ
た説明会や見学会が実施
出来た。 
③職員会議後に不祥事防
止会議を行い、意識を高
めた。 
③校長が綱紀の保持につ
いて、時期を図りなが
ら、教職員に指示を徹底
した。 

①今後も年次進行
で一人 1 台端末保
有となるので、設
備の拡充や ICT 利
活用推進のための
研修を深めてい
く。 
②今まで終了した
学校説明会の事後
アンケートでは、
保護者から好意的
な意見が寄せられ
た。今後も保護者
と生徒の目線に立
った運営を心掛け
る。 

②HP 充実
などによる
情報発信の
成果につい
て、その効
果を保護者
からフィー
ドバックし
一層の充実
を目指して
ほしい。 

〇ICT 利活用のための研
修会を実施し、ICT を利
活用した授業の必要性
を教職員が共通認識を
した 
〇時期に応じたメール
配信や、HP の更新を行
い保護者や生徒の目線
に立った説明会や見学
会が実施出来た。 
〇職員会議後に不祥事
防止会議を行い、意識
を高めた。 
〇校長が綱紀の保持に
ついて、時期を図りな
がら、教職員に指示を
徹底した。 

〇来年度は 1.2 学年
が１人 1 台端末保有
となるので、設備の
拡充や ICT 利活用推
進のための研修を深
めていく。 
〇学校説明会の事後
アンケートでは、保
護者から好意的な意
見が寄せられたが、
今後も受検希望者と
その保護者の目線に
立った運営を心掛け
ていく。 

 


